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※ 次回の「弘法さん」縁日は６月１２日 (金 ) です。
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17･18番　大悲殿東昌寺

15・16番　金重山廣昌院

11･12番　瑠璃光山薬師寺

13･14番　身掛山観音院

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
国
の
緊
急
事
態

宣
言
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
再
拡
大
に
留
意
し
な
が

ら
の
日
常
で
す
。
何
か
と
ご
不
自
由
な
こ
と

と
思
い
ま
す
。
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

か
わ
ら
版
が
、
少
し
で
も
皆
さ
ん
の
気
晴
ら

し
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

   

今
年
の
か
わ
ら
版
は
三
河
新
四
国
八
十
八

ヶ
所
霊
場
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
月
は
三
河
新
四
国
の
最
北
端
、
猿

投
に
向
か
い
ま
す
。

★
万
人
地
蔵
大
菩
薩
の
薬
師
寺

   

九
・
十
番
札
所
か
ら
飯
田
街
道
（
国
道
一

五
三
号
）
を
北
上
す
る
こ
と
約
八
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
名
鉄
三
河
線
越
戸
駅
の
そ
ば
に
十
一

番
札
所
、
瑠
璃
光
山
薬
師
寺
が
あ
り
ま
す
。

浄
土
宗
の
お
寺
で
す
。

   

一
七
五
一
年
（
宝
暦
元
年
）
、
尼
僧
念
仏

道
場
と
し
て
開
創
し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

   

昭
和
四
十
一
年
十
二
月
十
五
日
、
近
く
の

越
戸
保
育
園
前
で
居
眠
り
運
転
の
ダ
ン
プ
カ

ー
に
よ
る
交
通
事
故
が
発
生
。
園
児
・
保
母

さ
ん
十
一
名
が
亡
く
な
る
と
い
う
痛
ま
し
い

事
故
で
し
た
。

   

脇
仏
の
万
人
地
蔵
大
菩
薩
は
、
犠
牲
者
を

弔
う
た
め
に
一
般
の
方
々
に
、
ひ
と
の
み
ず

つ
削
っ
て
い
た
だ
い
て
奉
安
さ
れ
た
も
の
で

す
。

   

十
二
番
札
所
は
そ
の
お
地
蔵
様
を
祀
る
瑠
璃

殿
で
す
。
合
掌
。

　

ご
本
尊
（
十
一
番
）
薬
師
瑠
璃
光
如
来

　

ご
本
尊
（
十
二
番
）
万
人
地
蔵
大
菩
薩

　

ご
詠
歌　

よ
し
み
ず
の 

流
れ
も
清
き　

　
　
　
　

や
く
し
で
ら　

大
師
は
い
つ
も　

　
　
　
　

こ
こ
に
ま
し
ま
す

★
聖
観
音
と
馬
頭
観
音

   
十
一
・
十
二
番
札
所
か
ら
飯
田
街
道
沿
い

に
約
五
百
メ
ー
ト
ル
進
む
と
、
十
三
番
札
所

の
身
掛
山
観
音
院
。
真
言
宗
醍
醐
派
の
お
寺

で
す
。

   

開
創
は
一
六
六
五
年
（
寛
文
五
年
）
。
飯

田
街
道
に
面
す
る
境
内
に
は
、
本
堂
を
挟
ん

で
右
に
聖
観
音
、
左
に
馬
頭
観
音
の
石
仏
が

並
び
、
凛
と
し
た
気
が
漂
い
ま
す
。
十
四
番

札
所
は
そ
の
馬
頭
観
音
を
祀
る
馬
頭
殿
で
す
。

   

ご
住
職
自
ら
仏
画
を
描
き
、
四
季
の
草
花

を
描
い
た
堂
内
の
天
井
画
も
見
事
。

   

お
正
月
の
本
四
国
お
砂
踏
み
法
要
は
巡
拝

客
で
賑
わ
い
ま
す
。

　　

ご
本
尊
（
十
三
番
）
聖
観
世
音
菩
薩

　

ご
本
尊
（
十
四
番
）
馬
頭
観
音

　

ご
詠
歌　

こ
の
き
し
は 

越
戸
の
里
の　

　
　
　
　

み
か
け
や
ま 

大
師
の
お
し
え　

　
　
　
　

結
ぶ
う
れ
し
さ

★
勘
八
峡
か
ら
香
嵐
渓
へ
抜
け
る
石
野

   

十
三
・
十
四
番
か
ら
さ
ら
に
飯
田
街
道
を

北
上
、
越
戸
ダ
ム
や
勘
八
峡
を
横
目
に
猿
投

グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
の
力
石
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
交
差
点
を
過
ぎ
、
足
助
・
香
嵐
渓
方
面

に
向
か
う
途
中
の
石
野
に
十
五
番
札
所
、
金

重
山
廣
昌
院
が
あ
り
ま
す
。
浄
土
宗
の
お
寺

で
す
。
十
八
番
は
境
内
に
あ
る
金
重
殿
で
す
。

   

開
創
は
一
四
七
九
年
（
文
明
十
一
年
）
。

当
初
は
極
楽
山
浄
土
院
と
言
わ
れ
た
そ
う
で

す
が
、
一
四
八
八
年
（
長
享
二
年
）
に
現
在

の
山
号
院
号
に
改
称
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

   

飯
田
街
道
を
挟
ん
だ
反
対
側
に
は
、
廣
昌

院
よ
り
も
古
い
一
二
六
四
年
（
文
永
元
年
）

開
創
の
楽
命
山
如
意
寺
（
真
宗
大
谷
派
）
が

あ
り
、
山
門
・
本
堂
・
書
院
・
鐘
楼
・
大
鼓

楼
と
も
見
事
。

   

勘
八
峡
か
ら
香
嵐
渓
に
抜
け
る
山
深
い
街

道
沿
い
に
廣
昌
院
や
如
意
寺
が
林
立
す
る
風

景
は
、
か
つ
て
石
野
が
宿
場
町
の
よ
う
に
栄

え
て
い
た
証
と
言
え
ま
す
。

　

ご
本
尊
（
十
五
番
）
阿
弥
陀
如
来

　

ご
本
尊
（
十
六
番
）
弘
法
大
師

　

ご
詠
歌　

勘
八
を　

す
ぎ
し
土
陰
に

　
　

う
つ
せ
み
の　

ま
ぬ
け
は
て
た
る　
　

　
　

こ
こ
ぞ
す
ず
し
き

★

旧

三
河
新
四
国
奥
の
院
の
東
昌
寺

   

十
五
・
十
六
番
か
ら
香
嵐
渓
に
向
か
い
た

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
Ｕ
タ
ー
ン
。

南
下
し
て
猿
投
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
に
入
り
ま

す
。
中
山
イ
ン
タ
ー
を
降
り
て
北
上
、
猿
投

神
社
の
大
鳥
居
の
右
奥
を
進
む
と
、
三
河
新

国
の
最
北
端
、
十
七
番
、
大
悲
殿
東
昌
寺
が

あ
り
ま
す
。
曹
洞
宗
の
お
寺
で
す
。

   

猿
投
の
地
名
は
日
本
書
紀
に
登
場
し
ま
す
。

曰
く
、
第
十
二
代
景
行
天
皇
に
東
征
を
命
じ

ら
れ
た
大
碓
命
が
猿
投
山
中
で
逝
去
。
景
行

年
間
は
紀
元
前
後
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

   

そ
し
て
、
猿
投
神
社
は
第
十
四
代
仲
哀
天

皇
元
年
に
勅
願
に
よ
り
創
建
さ
れ
ま
し
た
。

   

東
昌
寺
の
前
身
は
猿
投
神
社
の
神
宮
寺
で

あ
る
白
鳳
寺
。
猿
投
山
内
に
あ
り
、
一
四
三

四
年
（
永
享
六
年
）
に
は
七
ヶ
寺
三
十
六
坊

と
隆
盛
を
極
め
た
と
記
さ
れ
る
古
刹
。
秀
吉

や
家
康
に
も
庇
護
さ
れ
た
も
の
の
、
明
治
維

新
の
廃
仏
毀
釈
で
廃
寺
。

   

一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
に
岡
島
魯
宗

禅
師
が
神
社
の
鬼
門
除
け
観
音
像
を
本
尊
と

し
て
一
ヶ
寺
を
復
興
。
一
九
三
二
年
（
昭
和

七
年
）
に
東
昌
寺
と
し
て
再
興
し
た
と
伝
わ

り
ま
す
。
東
昌
寺
の
境
内
や
山
中
に
は
、
前

身
時
代
の
相
当
古
い
石
仏
が
散
在
し
ま
す
。

   

旧
三
河
新
四
国
の
奥
の
院
と
も
伝
わ
り
、

十
八
番
は
本
堂
南
に
あ
る
大
師
堂
で
す
。

   

猿
投
山
中
で
あ
り
、
春
秋
の
桜
や
紅
葉
の

美
し
さ
が
想
像
で
き
ま
す
。

　

ご
本
尊
（
十
七
番
）
千
手
千
眼
観
世
音

　

ご
本
尊
（
十
八
番
）
釈
迦
如
来
・

　
　
　

阿
弥
陀
仏
・
弘
法
大
師
・
千
手
観
音

　

ご
詠
歌

　
　
　

春
は
花　

あ
き
は
も
み
じ
の
猿
投
山

　
　

ま
さ
し
く
こ
こ
ぞ　

の
り
の
と
も
し
び

★
徳
川
家
菩
提
寺
の
大
樹
寺

   

来
月
は
再
び
南
下
。
豊
田
市
の
最
後
の
札

所
、
十
九
番
雲
龍
寺
を
経
て
岡
崎
市
に
入
り
、

徳
川
家
菩
提
寺
の
大
樹
寺
に
向
か
い
ま
す
。

岡
崎
市
内
は
名
刹
揃
い
で
す
。
乞
ご
期
待
。

   


